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走速度 m/s  5.71±0.37  5.11±0.31 ??
接地角度 deg  6.67±9.05  12.85±10.84 ?
膝関節角度 deg  154.38±5.31  159.80±4.87 ??
振り戻し角度 deg  4.72±3.20  2.38±4.55 ?
股関節角度 deg  47.26±7.40  43.36±7.95
接地時間 sec. 0.08±0.01  0.09±0.01 ??
滞空時間 sec. 0.13±0.01  0.13±0.01
接地期割合 % 37.38±3.73  40.80±3.97 ??
滞空期割合 % 62.62±3.73  59.20±3.97 ??
Values are expressed as mean±SD. ?p＜0.05 ??p＜0.01
図４ 5000mレース時の各周回における走速度の変化
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これらのことから、長距離走における接地時の足
の角度に起因する接地様式は個人差が大きく、走速
度に依存して変化しパフォーマンスに直接関係しな
いことから、指導において変える必要がないと考え
られる。しかしながら、膝関節の屈曲が走速度と関
連することから、指導で接地に着目する際には、接
地前に脚を突っ張っていてブレーキをかける動作に
なってしまっていないかどうかに着目し、重心に近
い位置で接地できているかを確認する必要があると
考えられる。
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